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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 4日 (2005.2.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 回 路 基 板 を 内 部 に 実 装 し た 密 閉 型 の 金 属 筐 体 と 、 該 金 属 筐 体 の 全 体 を 覆 い か つ 吸 気
口 お よ び 排 気 口 を 有 す る カ バ ー と 、 該 カ バ ー と 前 記 金 属 筐 体 と の 間 に 形 成 さ れ か つ 前 記 カ
バ ー の 吸 気 口 と 排 気 口 と を 前 記 金 属 筐 体 の 外 表 面 を 通 っ て 連 絡 す る 通 風 路 と 、 前 記 カ バ ー
の 排 気 口 に 設 け ら れ た フ ァ ン 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　
　

【 請 求 項 ６ 】
　 カ バ ー を 熱 伝 導 率 の 低 い 材 料 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 の う ち
の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 子 機 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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フ ァ ン の 外 側 に 設 け ら れ た 鎧 戸 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 機 器 。

カ バ ー は 、
　 水 滴 の 落 下 面 と な る 面 と 対 向 す る 面 に 吸 気 口 お よ び 排 気 口 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 電 子 機 器 。

吸 気 口 及 び 排 気 口 は 、
　 互 い に 隣 接 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 電 子 機 器 。

フ ァ ン は 、
防 水 型 フ ァ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の う ち の い ず れ か １ 項 記 載

の 電 子 機 器 。

５



　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 こ の 発 明 に 係 る 電 子 機 器 は 、 電 子 回 路 基 板 を 内 部 に 実 装 し た 密 閉 型 の 金 属 筐 体 と 、 該 金
属 筐 体 の 全 体 を 覆 い か つ 吸 気 口 お よ び 排 気 口 を 有 す る カ バ ー と 、 該 カ バ ー と 前 記 金 属 筐 体
と の 間 に 形 成 さ れ か つ 前 記 カ バ ー の 吸 気 口 と 排 気 口 と を 前 記 金 属 筐 体 の 外 表 面 を 通 っ て 連
絡 す る 通 風 路 と 、 前 記 カ バ ー の 吸 気 口 に 設 け ら れ た フ ァ ン 備 え る よ う に 構 成 し た も の
で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 電 子 回 路 基 板 を 内 部 に 実 装 し た 密 閉 型 の 金 属 筐 体 と
、 該 金 属 筐 体 の 全 体 を 覆 い か つ 吸 気 口 お よ び 排 気 口 を 有 す る カ バ ー と 、 該 カ バ ー と 前 記 金
属 筐 体 と の 間 に 形 成 さ れ か つ 前 記 カ バ ー の 吸 気 口 と 排 気 口 と を 前 記 金 属 筐 体 の 外 表 面 を 通
っ て 連 絡 す る 通 風 路 と 、 前 記 カ バ ー の 吸 気 口 に 設 け ら れ た フ ァ ン 備 え る よ う に 構 成 し
た の で 、 電 子 回 路 基 板 に 対 し て は 金 属 筐 体 お よ び カ バ ー か ら な る 二 重 構 造 の 採 用 で 屋 外 で
の 使 用 に 必 要 な 防 水 性 を 確 保 し か つ フ ァ ン に 対 し て は 鎧 戸 の 採 用 で 水 滴 の 浸 入 を 防 止 す る
こ と が で き る と 共 に 、 フ ァ ン に よ り 金 属 筐 体 を 強 制 冷 却 し て 電 子 回 路 基 板 に 対 す る 十 分 な
冷 却 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。 ま た 、 金 属 筐 体 と カ バ ー と か ら な る
二 重 構 造 を 備 え る よ う に 構 成 し た の で 、 各 構 成 部 品 に 防 水 機 能 と 冷 却 機 能 を 併 せ 持 た せ る
こ と で 簡 単 な 構 造 で 十 分 な 防 水 性 を 確 保 し た 強 制 空 冷 構 造 を 実 現 す る こ と が で き る と い う
効 果 が あ る 。
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